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【最新デジタル一眼と 

中古レンズとの奇妙なコラボレーション】 

 デジタル一眼レフカメラといえば以前は高値の花

でしたが、最近では価格もこなれてきて、入門機の

レンズ付きで５～６万程度になってきました。自分

もいつかは手に入れたいと思ってきましたが、小遣

いを少なからずつぎ込んで集めたフィルムカメラレ

ンズへの思い入れが強いことと、デジカメの作る画

像が今一つ味気無く感じることがデジタル一眼の購

入を踏み止めていました。ところが一昨年PENTAX

からK100Dという入門機が発売されてから、すこし

風変りなデジタル１眼の使い方が広まってきまし

た。カメラボディはデジカメで、それに往年の中古

レンズを装着し撮影を楽しむ人が増えはじめたので

す。PENTAXというカメラメーカは40年程前に世界

初の一眼レフを造ったメーカーです。その際採用さ

れていたレンズのマウント方式（カメラのボディと

レンズをくっつける方式）がM42マウントという世

界中で最も多く生産されたマウント方式だった為、

膨大な種類のM42マウントのレンズが世界中に今も

存在します（ただしほとんどが中古で）。今、中古

レンズ市場ではこのM42マウントのレンズの人気が

うなぎ登りとなっています。30年以上前の中古レン

ズなのにネットオークション等で2から3倍にも高騰

するものや、「30年以上も前のレンズなのに、最新

のズームレンズに負けない味のある写りをする。」

という声が示す様に、若い人にとっても、往年の中

古レンズの写りは新鮮に感じられるのでしょう。ま

た、このK100Dという機種はレンズの焦点距離を予

め入力しておくと、マニュアルでピントを合わせた

時にピントが合った個所を知らせてくれる機能が付

加 さ れ て い ま す。こ ん な

PENTAXというメーカの過

去の資産に対する真面目な

姿勢が評価されたのかも知

れません。どうです？あな

たも最新デジカメに中古レ

ンズ、試したくなってきま

せんか？（カメラボディ：PENTAX K100D）＋（レン

ズ： Carl Zeiss Jena フレクトゴン20mm:東独製) 

TAKI no TAWAGOTO 

 このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。 
 その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。 

by hama 
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平
日
は
単
身
赴
任
を
し
て
い
る
。
夜
ま
で
仕
事
、
そ
の
後
、

家
事
と
な
る
。
ぼ
ん
や
り
過
ご
す
時
間
が
好
き
だ
が
、
中
々
取

れ
な
い
。
週
末
約
１
時
間
か
け
て
家
族
の
住
む
能
登
に
帰
る
。

車
を
運
転
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
間
が
結
構
大
切

な
ひ
と
時
と
な
っ
て
い
る
。 

 

数
年
前
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
ん
な
運
転
途
中
で
フ
ト
自
分

の
心
が
硬
く
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
何
を

そ
ん
な
に
頑
な
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
何
に
怯
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
ど
う
す
れ
ば
、
柔
ら
か
く
暖
か
な
心
に
戻
れ
る

の
だ
ろ
う
…
。
し
か
し
い
つ
し
か
そ
れ
も
平
生
の
忙
し
さ
に

か
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。 

 

最
近
耳
に
し
た
お
話
。
「
心
も
コ
ル
こ
と
が
あ
る
」 

 

実
感
を
持
っ
て
い
た
か
ら
す
ぐ
に
あ
の
と
き
の
状
態
と
ピ

ン
と
来
た
。
人
間
の
心
と
は
本
来
、
柔
ら
か
く
伸
び
や
か
で
、

暖
か
い
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
と
の
さ
ま
ざ
ま
な

関
わ
り
の
中
で
コ
ッ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
一
番
の
解
消

法
は
、
人
の
話
を
良
く
聴
い
て
く
れ
る
人
と
話
を
す
る
こ
と
。

と
こ
ろ
が
、
現
代
は
俄
か
評
論
家
が
蔓
延
し
て
い
る
。
人
の
話

を
聴
く
振
り
を
し
て
自
分
の
価
値
観
に
照
ら
し
、
評
価
・
論
評

を
し
よ
う
と
す
る
輩
が
多
い
。
こ
れ
を
や
ら
れ
る
と
余
計
に

心
が
コ
ッ
て
し
ま
う
と
い
う
。
心
が
小
さ
く
固
ま
っ
て
し
ま

う
と
人
間
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
ら
し
い
。
自
殺
者
が
交
通
事

故
死
者
の
３
倍
を
超
え
急
増
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
か
。 

 

思
え
ば
自
分
も
家
族
を
始
め
、
相
手
の
話
を
聞
く
振
り
を

 

ご
縁
や
出
会
い
で
沢
山
の
方
達
に
支
え
ら
れ
、
お
力
を

お
借
り
し
て
、
昨
年
十
月
に
株
式
会
社R

a
S

コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。 

 

ロ
コ
ク
リ
（
シ
ズ
オ
カ
・
ロ
ー
カ
ル
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
。
携
帯
電
話
で
の
メ
ー
ル
一
斉
配
信
機
能
と
携
帯
電
話

で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
機
能
を
セ
ッ
ト
に
そ
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
の
が
ロ
コ
ク
リ
で
す
。 

 

そ
れ
は
あ
る
日
、
一
通
の
友
人
か
ら
携
帯
電
話
に
届
い

た
メ
ー
ル
が
き
っ
か
け
で
し
た
。 

 

「
今
、
本
川
根
で
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
始
め
ま
し
た
。
」 

こ
ん
な
短
い
メ
ー
ル
で
す
が
、
友
人
は
地
元
を
離
れ
た
人

達
に
も
、
地
元
の
情
報
を
と
送
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

中
川
根
が
地
元
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
こ
ん
な
素
敵
な
メ
ー

ル
が
き
た
ら
見
に
行
き
た
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。 

 

時
々
、
地
域
活
性
化
と
い
う
言
葉
を
聞
く
け
れ
ど
、
何
を

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
っ
て
思
う
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
け
ど
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
こ
の
住
む
人
達
が
ま
だ

知
ら
な
い
地
元
の
事
を
知
り
、
知
る
事
で
気
に
す
る
、
そ
し

て
好
き
に
な
り
、
そ
こ
の
住
む
人
達
が
元
気
に
な
っ
て
い

く
、
こ
れ
が
地
域
活
性
の
基
に
な
る
の
か
な
ぁ
。 

  

ロ
コ
ク
リ
が
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
お
役
に
立
て
た
ら
い

い
な
ぁ
。 

 

ロ
コ
ク
リ
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
こ
と
を
、
色
ん
な
人
の

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
こ
の
半
年
、
今
ま
で
会
う
こ
と
は
な

か
っ
た
よ
う
な
人
や
、
普
段
の
生
活
で
は
会
わ
な
い
で
済
ん

で
し
ま
う
よ
う
な
人
や
、
本
当
に
沢
山
の
方
達
に
会
っ
て
、
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
色
ん
な
事
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
り
、
そ
こ
か
ら
ま
た
次
に
繋
げ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

出
会
い
の
楽
し
さ
を
感
じ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
時
に
、
こ
ん
な
お
話
を
し
て
く
れ
た
方
が
い
ま
し

た
。 

 

「
一
生
の
う
ち
で
出
会
え
る
人
の
数
は
何
人
く
ら
い
だ
と

思
い
ま
す
か
？
一
日
に
十
人
の
人
と
握
手
を
し
て
、
一
年
で

三
千
六
百
五
十
人
。
日
本
の
人
口
が
約
一
億
二
千
万
人
、
と
す

る
と
全
員
と
握
手
す
る
の
に
約
三
万
年
か
か
る
ん
で
す
よ
。

一
生
の
内
に
絶
対
出
会
え
な
い
人
が
い
る
ん
で
す
。
」 

 

出
会
え
た
こ
と
っ
て
も
し
か
し
た
ら
す
ご
い
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
！ 

  

出
会
え
た
ご
縁
に
感
謝
し
、
そ
の
ご
縁
を
次
に
繋
げ
て
い

か
な
い
と
！
で
す
。 

し
て
心
を
コ
ラ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い

う
仕
事
は
、
顧
客
の
課
題
に
改
善
提
案
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

時
に
「
自
分
が
や
り
た
い
事
を
顧
客
に
代
わ
り
に
さ
せ
る
」
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
い
か
、
深
く
省
み
続
け
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

人
間
は
自
分
勝
手
な
生
き
物
で
あ
る
。
本
当
に
相
手
の
身
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
本
性
と
背
反
す
る
か
ら
難
し
い
。
が
、
難
し

い
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
成
せ
る
な
ら
ば
プ
ロ
と
な
る
。 

 

心
に
関
し
て
も
う
一
話
。
「
心
は
コ
ロ
コ
ロ
と
移
ろ
う
も
の
」

十
年
以
上
禅
寺
に
通
っ
て
き
た
。
取
り
も
直
さ
ず
、
相
手
が
難
し

い
我
が
心
に
克
ち
悟
り
を
得
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
話
者
は
か
く
下
す
。
悟
り
と
は
永
遠
に
心
が
安
静
な
状
態
に

あ
る
こ
と
で
は
な
い
と
。
心
が
完
全
に
動
か
な
く
な
れ
ば
、
そ
れ

は
死
ん
で
い
る
の
と
同
じ
。
心
の
本
性
は
コ
ロ
コ
ロ
と
移
ろ
う

も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
一
々
浮
か
ぶ
想
念
に
囚
わ
れ
ず

流
し
て
ゆ
く
こ
と
。
ど
う
や
ら
こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
言
う
ら
し
い
。 

 

禅
語
に
も
「
今
此
処
を
生
き
よ
」
と
い
う
。
目
の
前
の
こ
と
を

や
ら
ず
「
過
ぎ
た
こ
と
を
悔
や
み
、
起
き
て
も
い
な
い
こ
と
を
あ

あ
で
も
な
い
。
こ
う
で
も
な
い
」
と
思
い
煩
う
人
の
心
を
諭
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

心
の
コ
リ
が
解
れ
し
な
や
か
に
な
れ
ば
、
生
き
生
き
と
し
、
他

人
も
想
い
や
れ
る
状
態
に
な
る
。
囚
わ
れ
ず
流
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
爽
や
か
で
あ
る
。
さ
ぁ
、
目
前
の
今
「
此
処
」
に
向
き
合

う
と
し
よ
う
。 

寄
稿
『
出
会
え
た
か
ら
こ
そ
・
・
・
』 

株
式
会
社
ラ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

太
田 

聖
子 

 
  

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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お
お
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せ
い
こ) 

1
9

6
1

年
遠
州
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ま
れ
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株
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コ
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ポ
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シ
ョ
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専
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コ
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テ
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企
画
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製
作
・
販
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モチベーションというものは、そもそも人によってその全体量に差があ

るのだろうか？ ここで言うモチベーションとは、即ちやる気のことであ

る。要するに、やる気というものは、人によっては多い少ないの差はある

のだろうか？ということである。 

自分の周囲を見渡せば、やる気満々の人もいれば、やる気なしに見える

人もいる。とすれば、普通に考えれば、その量の差は当然あるように思え

る。やる気をコップと水に例えると下記のようになる。 
とは言え、自分自身を振り返れば、

やる気満々の時もあれば、やってら

れっか・・・やる気なし！ってな時

もある。即ち、モチベーション、や

る気というものは、時と場合によっ

て移ろいやすいものなのである。 

とするなら、「そもそも人それぞれのモチベーションの総量は同じだ

が、あることが原因となり、モチベーションが出やすくなる場合と、出に

くくなる場合がある。」という仮説を立てることができるはずだ。 

モチベーションが出にくくなって

いる人には、何かが障害となってい

る。これをコップと水に例えると下

記のようになる。        

やる気が無いように見える人に

は、コップに何重もの蓋がかかって 

いて、やる気が出てくるのを邪魔しているからだ。だとするならば、邪魔

している蓋を外せばやる気が出てくるはずである。 

中には自分ひとりでこの蓋を外すことができる人もいる。でも、こう

言った人は稀で、普通は周囲からのコミュニケーションによって、外され

ていく。逆を言えば、周囲からのコミュニケーションによって、蓋がされ

る場合もある。自分自身の体験を振り返れば、思い当たる節はないだろう

か。 

こう考えたならば、この蓋を如何にして外すかということが、メンバー

マネジメントのポイントになると考えることができる。 

この外し方にはある種のパターンがある。次回はこのパターンについて

述べさせていただきます。 

『モチベーションについて考える（その１） 』 

(株)アスリック プロジェクト推進部  五十嵐 政信 

『 温泉への誘い (62) － 浜通りの温泉 － 』 

やる気満々 やる気なし 

やる気満々 やる気なし 

著者ご本人のご希望により、インター

ネット版ではご覧いただけません。 



 この4月から観光局に異動になった。「富士山を静岡県側から見たいが、宿泊も含めてどこに

行けばいいか」「松山から羽田に飛びレンタカーで箱根、伊豆、富士方面に5日間を予定してい

るけど、富士山には五合目まで車でいけるの？伊豆は静岡県だと思うけど、箱根は静岡県？その

辺一帯が分かるロードマップある？」おー由布院観光総合事務所に赴任したとたんにそんな電

話が多く掛かってきたなあと当時を思い出す。こりゃー県内に精通しないと駄目だ。休みとあれ

ば県外が多かったが、4月12日に「金谷茶まつり」に出かけた。大井川の右岸、牧の原台地に広

がる大茶園を有する銘茶の産地が「金谷」であり、ここで二年に一度開かれるのが「金谷茶まつ

り」である。JR金谷駅で下車。ここはSLが毎日走る大井川鉄道の始発の駅である。駅から一歩

外に出ると、テント張りの下で毛氈を敷いた椅子に和装の女性がお茶の接待をしていてくれて

いた。早速、いっぷく。ありがたく頂戴する。先月奄美大島に「蕎麦サロン」で出向いた折に、

知人宅と居酒屋「和美」で玉露と高級煎茶を持参した「急須、湯呑、湯冷まし」でもてなした。

茶葉の量、湯温にはかなりうるさいが、意識して出されないお茶に比べればはるかにうまかっ

た。駅前の商店街沿いにもてなしコーナーが4箇所用意され、お茶だけでなく物産市、製茶実演、

手もみ茶体験があった。蒸した茶葉を手もみして針状の上質なお茶にするまでには、なんと5時

間ほども掛かるとのこと。なるほどこの手もみ茶は25g1,000円だった。人肌ほどの温度でじっ

くり出してくれたお茶は、茶の緑を感じる奥深いふくよかな味だった。 

 一方、通りは屋台道中として、各地域の六台の屋台が練り歩く。屋根の上に若者が腰に落下防

止の紐を付け、飛び降りんばかりに「もっと曳いて、もっと曳いて」掛け声と提灯を振り祭りを

煽る。茶祭りとは毛色が異なる感じだが、これには祭りの変遷がある。昔から一番茶が終わると、

お茶を仕事にする人たちが「ほいろあげ」と称する慰労会をやっていた。そもそも焙炉（ほいろ：

手もみ用の作業台）の神に新茶を献じる感謝祭が始まりといわれている。きっかけは昭和25年

に静岡市で開催された「全国茶業者大会」。「九州でお茶祭りの計画があると聞く、茶どころ静

岡が先を越されてなるものか」との声。昭和27年に金谷茶の宣伝･拡販を目的に「金谷茶まつり」

として立ち上げる。おっとり気味の静岡人にしては珍しく即断即実行だった。 

 当時企画したものが、茶摘み衣装の女性達が茶畑に向かう姿を再現した「街道名物・茶娘道中」

であり、これが今も祭りの中心となっている。これに「男達の出番も」と昭和62年に屋台を造

り「屋台道中」の誕生と相成り、今日に至る。これにより「全町を挙げての祭り」にしたという

わけだ。 

 新茶のシーズンにやればと誰もが思うが、その頃は忙しすぎ

て祭りどころではない、それが終わってからの慰労の祭りより

も、先取りが好きな日本人の気性にあってか「ほんの走りの新

茶」があるこの時期に開かれるようになっている。 

 「夏も近づく八十八夜･･･あれに見えるは茶摘じゃないか、茜

根襷（あかねたすき）に管の笠」の唄声が聞こえてくると茶娘

1300人が、普段は人気のない商店街の道路400mを埋め尽

くす。1300人もうら若き娘がいるなんてことはないので、元

娘もこれか娘も、ようは老いも若きもそろいの茶摘装束で舞う。これはすごいの一言に尽きる。 

 55 年前に興したイベントがスタイルを変え、広がっていく。ＧＷにある「浜松祭り」もまさ

にその類だ。5 月末にあるゆふいん文化記録映画祭が 10 年、劇映画祭、音楽祭、牛喰い絶叫

大会も 30 年を越す。イベントが地域の文化を創り、気質までも変えていく。継続の意味は大

きい、今始めても決して遅くはない、何にでもスタートがあり、そこには大いなる目的がある。 

『 人・感謝』 

各務原キムチ都市おこし隊 隊員 飯沼幸生 

『一緒に都市
ま ち

おこしをやらないか？』 

各務原
かかみがはら

キムチ都市
ま ち

おこし隊に入ったのは、隊長である星山さんに

誘っていただいたのがきっかけです。2007年4月の事でした。 

当初は『都市おこし』というものがどんなものなのか、どんなに

大変な事なのかをまったく認識しておらず、ただそのスケールの大

きな言葉に魅かれるまま隊員となりました。民間と役所の人間が入

り混じる会議、様々なイベント、ボランティアとしての立場から見

た認定店など、今までに経験をしたことがないことばかりの連続で

した。 

どの活動でも共通して心に残るのが、『人と人とのつながり』で

す。今まで何も接点がなかった人でも、各務原市を良くしたいとい

う純粋な思いからたくさんの方々が集まり、意見をぶつけ合い、悩

み、協力をし、喜びを共にする。思いを共にした『人間力』ほど力

強いものはないと感じます。 

本業であるワインショップと花屋とのコラボ商品『ハナサクワイ

ン』も、異業種同士のご縁があり形になったものです。これも人と

のつながりなくしてはできないことでした。 

都市を造るのも人間、国を造るのも人間、地球環境を造るのも人

間。時にはそれを壊してしまう諸刃の剣を持った人間。無限大の可

能性がある多くの人間の力を自己利益のためだけではなく、人間や

環境の為にシフトすることができれば、もっと素晴らしく楽しい世

界になることは間違いありません。星山隊長を中心とした合同会社

IICを共に設立したのも、人間の力を信じてより良い環境を造ろうと

いう強い思いがあったからです。IICを通じてどんどんと広がる人間

の輪は、本業だけをしていては絶対に手の届かないものばかりで

す。 

人と人が出会い、つながり、そしてまた新たな出会いとつながり

が生まれる。今現在つながっている全ての人たちに感謝。そしてこ

れから出会う人たちにも感謝。感謝の念をいつまでも忘るべから

ず。 

『 富士の国から ～大魔神のたび～ 』 

静岡県観光局 溝口 久    


